
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ．４５ 
 

発行 １５． ２．１９ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

申１８号 

１．旅行業における今後の将来展望を踏まえた全体スケジュールを明らかに

すること。 

２．ダイナミックパッケージを行う目的と概要を明らかにすること。 

３．旅行商品造成業務を一元化する目的と体制を明らかにすること。 

４．びゅうプラザの店舗運営や将来展望を具体的に明らかにすること。 

５．新販売拠点におけるハイカウンター、ローカウンターの将来展望を明ら

かにすること。 

６．旅行業部門で働く社員のライフサイクルを明らかにすること。 

○既存型店舗の他に、訪日外国人向け店舗、ハイクオリティ型店舗、地方
ワンストップ型店舗をお客様の利用実態に合わせ設立する 

○運営については、将来的にはびゅうトラベルサービス等が行う 
 

○商品造成・催行管理等の業務をびゅうトラベルサービスに一元化 
○ＪＲ本体は全体戦略の策定（本社・支社）や着地仕入（支社）等のマネ

ージメント 

○１０月から始まるダイナミックパッケージオンライン機能に伴い、びゅ
うトラベルサービスに旅行商品造成業務等を段階的に移管する 

私たちのモチベーションを 
低下させるな!! 

私たちが声を上げ、 
職場から運動を作り出すぞ!! 


